
 

26春闘の前に 2025年度第 3四半期の決算発表がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3四半期時点でEBITは 1791億円、すでに昨年の通期実績を上回り、目標

の EBITまであと 209億円まで迫っています。昨年度の第 4四半期単独 EBIT

は 281 億円でした。日中関係の影響や国内線の利益率の問題はありますが、国

際・国内旅客の利益だけでなく 4 つのセグメントで利益を生み出す体制へと変

化しており、通期目標の達成は現実味を帯びています。 

通期決算が 5月に示され、その結果 6月に期末一

時金が支給されます。EBIT2000 億円で年間 6 ヵ月

になる仕組みで、25年度は 4.5ヵ月が支給済みです。

目標達成により1.5ヵ月は自動的に支給されますが、

2000億円を上回った分は「別途協議」です。これま

で年間係数で同業他社より下回る状況が続いてきま

した。会社の人財戦略には「社員還元」も掲げられて

います。目標を上回った利益は余剰として積み上げ

るのではなく、私たちにしっかり還元するべきです。 

 

 

 

 

 

 

 

期末一時金は、25 年度の私たちの努力と成果に対する還元として位置づけ

られます。しかしそれにとどまらず、将来を見据えた大幅な賃上げと魅力ある

一時金水準を求めています。ベースアップと一時金は、世間からも注目される

重要な指標です。他社に見劣りしない、業界を先導するような回答を示し、世

間を賑わせる存在となってほしいものです。春闘の回答や 3月上旬に発表され

る中期計画には、思い切った人財施策が盛り込まれることを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本航空ユニオン宣伝ニュース 

No ５５７ （１７－０６） 
２０２６年 ０２月 １9 日 

対前年で増収増益 

通期目標まで 

あと209 億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

16:00～16:25 羽田空港第1 ターミナルビル 

16:35～17:00 羽田空港第2 ターミナルビル 

航空連でこのようなプラスター（看板）を作っています。みんなで空港利用

者にアピールしましょう！現役労働者が整然と並んだ方が、SNSにアップさ

れたときに見栄えがいいので、仕事前後に時間のある方は協力を。 

 

（単位：億円） 

EBIT は目標達成 
・JALグループ全社員の賃金を永く安心して働ける水準に引き上げること。 

・業務企画職・整備技術職の基本給を28,000円引き上げること。 

・2026年度夏期一時金を3.2ヵ月+10万円支払うこと。 

（JU統一要求：2026年度の一時金は、夏と年末の合計で6ヵ月以上支払うこと） 

2026 春闘要求 

EBIT
（億円）

期末
一時金

2000 1.5ヵ月
1940 1.4ヵ月
1880 1.3ヵ月

別途協議



1 月に実施した「26 春闘全社員アンケート」の記述欄の抜粋です。 

■ 待遇改善がなければ人は集まらない！ 
 インフレが深刻で物価高騰に賃金の上昇が追いつかず生活が
ますます苦しくなっている。これから子供を大学生に通わせ

るのに家計への不安も増している。会社は利益を出している

のだから不安を解消できるような回答を！ 

 賃金、年収を増やさずに深夜シフト勤務、資格取得、勉強、英語等求
めてもそれこそ、どこ見て夢見たいな事言ってるんだ？と経営陣に言

いたい。そんな優秀な人材はもっと労働条件の良いところに行くので

JALECにも JALにも来ないと思う。 

 今期も売上好調のようなのでもう一歩踏み込んだ回答を引き出して
欲しいです。 

 利益を社員に還元して欲しい。全体の賃上げをして魅力ある会社にし
て欲しい。 

 世間に合わせている様では、人は集まらない。時代を先取りする様な
柔軟性を持って欲しい。 

 昨今の物価高で一時金、ベースアップはいくらあっても嬉しいです。
毎月の賃金の増額も是非！ 

 物価の上昇に対応できる給与の上昇が無く、耐久消費財の買い替えも
後回しにされ限界です…。何とか生活の潤う回答を…。 

 生活が苦しいので、ぜひベースアップをお願いしたい。 

 物価 UP に応じた給料や手当を！せめて安心して暮らせるようにし

てください。 

 仕事に見合った給料を支払わないと大切な社員がどんどん辞めてい
きます。数 10年後人手不足で飛行機が飛ばなくなる可能性もありま

す。待遇の改善を今後もよろしくお願いします。 

 住宅ローン金利の上昇、物価の上昇とかなり苦しくなってきている。
又、人員不足による労働密度も厳しい。せめて賃金アップしてもらわ

ないと割に合わない。整備士としての仕事の魅力もなくなり、これか

らの人材不足に繋がっていくと思う。 

■ 整備の現状をもっと知ってもらいたい。  

 心身共にゆとりを下さい。 

 まずは自社便の安全運行体制の確立をした上で、CW便の受託をすべ

き。全て現場任せで負担が多すぎる。 

 人員構成に見合った生産体制の構築を。 

 現場も間接も次世代の若手が育っていない気がします。安全について
もっと考えないといけないと思います。 

 整備の現場は、作業量に対して人手不足が深刻。必要なC/O SQ CORR

や P/M、SERがどんどん P/Pされている。そのくせ、DLY/XLDな

どに起因する OTI、キャンペーンや季節対応などの目立つ追加整備

はどんどん入れてくる。管理職と意識高い系社員による「がんばりま

した・やりました」アピールのために現場は疲弊している。 

 今、ライン整備の現場は人員不足でもう破綻しています。休憩もまと
もに取れず、食事はただ流し込むだけ。味わって食べるなんてできま

せん。会社は健康経営とか言っていますが、ただの精神論ですか？こ

んな状況ではまた大きな人身事故が起きてもおかしくありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【ＷＩＮＧ ５５７（１7－０６）号 ２０２５，０２，１９】 

 

 

 

毎回 17：00～19：00 入退出はご自由に 

Zoomの詳細等は後日WEBでお知らせします。 

回答指定日以降、オンラインで春闘後半戦に関する意見を集めます。 

始めたころは多くの方に参加いただきましたが、最近は減少しています。 

皆さんの声が改善に繋がりますので、ぜひご参加ください。 


